
ベンガラ（弁柄）は紅殻ともよばれ、酸化鉄を主成分とする赤色の無機顔料です。江戸中期（1707年）に

高梁市吹屋で生産されて以来、江戸・明治・大正にかけて陶器や漆器、印刷インキ、また防虫・防腐の機能性

から家屋にも多く使用され、吹屋を繁栄に導きました。ベンガラ館は、明治の頃のベンガラ工場を当時の姿に

復元したものです。当時はこの谷あいに4か所のベンガラ工場がありましたが、昭和47年（1972）の吉岡

銅山の閉山にともない、昭和49年（1974）にその製造を終えました。

ベンガラ館ではベンガラの製造ごとに建物がわかれています。原料の緑礬を700℃の火力で赤褐色に

焼く「窯場室」、水を加えながら石でひき、細かく砕く「水洗碾臼室」、ベンガラの酸を抜くためにきれいな

水を加えて１００回ほどかきまぜる「脱酸水槽室」、うすくひきのばし乾燥させる「干棚」をみてまわることが

でき、鉱石が顔料になるまで当時の製造工程をわかりやすく学ぶことができます。200～300年前の

明治の頃の人々が、純度の高いベンガラを製造するためにいろんな工夫をしてきたことが丁寧な製造工程

から感じられます。

みんなのおとうさんおかあさんに馴染みのあるビデオテープやカセットテープなどにも使われていたりと、

ベンガラは私たちの生活に身近なものでした。館内には、この付近で採鉱された残さいや当時の写真なども

展示されているので、ぜひ見て触って吹屋の歴史を知っていただければと思います。

◆ 施設のおすすめ

◆ 子どもたちへのメッセージ

【所在地】〒719-2341 岡山県高梁市成羽町吹屋８６ 　【電話番号】0866-29-2222

【料金】大人200円・小人100円 【開館時間】9:00～17:00 【休館日】12月29日～12月31日
◆

明治のころのベンガラ工場が当時の姿でよみがえる
めいじ　　　　　　　　　　　　　　こうじょう　  とうじ　  すがた

　　　　　　　　べんがら　　 こうかく　　　　　　　　　 さんかてつ　 しゅせいぶん　　　　 あかいろ　  むきがんりょう　　　　　 えどちゅうき　　　　　　 ねん

　たかはししふきや　  せいさん　　　　　いこう　　えど　  めいじ  たいしょう　　　　　　とうき　　 しっき　いんさつ　　　　　　　　ぼうちゅう  ぼうふ　   きのうせい

　　　　かおく　　　 おお　  しよう　　　　 ふきや　  はんえい  みちび　　　　　　　　　　　　 かん　    めいじ　   ころ　　　　　　　　こうじょう　 とうじ　 すがた

  ふくげん　　　　　　　　　　　とうじ　　　　　たに　　　　　　　　しょ　　　　　　　　 こうじょう　　　　　　　　　　　  しょうわ　　 ねん　　　　　　　　よしおか

  どうざん　へいざん　　　　　　　　 しょうわ　   ねん                             せいぞう　  お

　　　　　　　 かん　　　　　　　　　　　　せいぞう　　　  　たてもの　　　　　　　　　　　　　 　げんりょう 　ろーは　　　　　　　　　 かりょく　 せきかっしょく

　や　　　かまばしつ　   みず 　くわ 　　　　　　 いし  　 　　  　こま　  　くだ　　すいせんひきうすしつ　　　　　　　　　　さん　　ぬ　　　

 みず　  くわ　　　　　　かい　　　　　　　　　　　　だっさんすいそうしつ　　　　　　　　　　　　　　かんそう　　　　　　ほしだな

　　　　　こうせき　 がんりょう　　　　　　　　  とうじ　   せいぞうこうてい　　　　　　　　　　　  まな    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ねんまえ

  めいじ   　ころ　  ひとびと   　じゅんど　  たか　　　　　　　　　  せいぞう 　　　　　　　　　　　　　　　くふう　    　　　　　　　　　　  ていねい　せいぞうこうてい

　        かん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つか

　　　　　　　　わたし　　　　せいかつ　みぢか　　　　　　　　　　かんない　　　　　　　ふきん　さいこう　　　　ざん　　　　  とうじ　　しゃしん

  てんじ　　　　　　　　　　　　　　　 み　 さわ     　ふきや  　れきし　　し 　　　　　　　　　　　　　  おも

しせつ

こ

しょざいち　 　 　     　 　 　 おかやまけん たかはしし  なりわちょう  ふきや 　     　　  でんわばんごう 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

りょうきん だいにん  　 　えん しょうにん　 　 えん　かいかんじかん    　  　 　 　 　 きゅうかんび 　　　がつ　　にち 　　　がつ　　にち　ベンガラ館
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採鉱の様子
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ほしだな
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